
 

  

 

 

 

 

平成２７年 8 月１日 

     社会福祉法人藤花学園 北野保育園 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

園 だ よ り  8月号 

           

  無いことにこだわらず、可能性に目を向ける 

 

             園長 田中 裕 

「歯が痛い」と訴えるが原因がわからず、6 か所めで

「横紋筋肉腫」と診断されたある子どもが、治療を受け

て手術することになりました。25 時間にも及ぶ大手術

で、顔を半分近く切除して腫瘍と共に左目も摘出された

そうです。その間の親御さんの思いは、考えることさえ、

はばかられるほど、つらく絶望的なものでしょう。 

お母さんの次の試練は 1年近く入院していた子どもの

学校のことでした。勉強よりもいじめなどの学校生活に

対する不安を病院や学校の先生たちに伝えたところ、会

議を開いて支援策を協議してくれました。校長から全校

児童への病気の説明や、子ども療養支援士が病気を題材

にした紙芝居を作るなど、その子の理解とみんなで受け

入れる支援です。個人や、一家庭で思い悩むのでなく、

関係機関に相談して、すべてが一丸となって取り組むこ

とで、個人が支援される。これこそ、これからの社会で

大切となるコミュニティケアといえるでしょう。 

その後、家族は皆で地域の活動やイベントに参加した

り、お母さんがボランティア活動をしたりしています。

お母さんは「地域の人と関わる中で他人の優しさに触

れ、大事なのは楽しむことと知った」「顔を半分近く切

除して、左目は無いけど、それにこだわって人生の選択

の幅を狭めてほしくない。無いなら無いなりに工夫した

り、今あるもので補ったり、自分の可能性を伸ばしてい

けるように育ってほしい」と語っています。 

お母さんの前向きでポジティブな言葉を読んで、私は

「五体不満足」の著者、乙武洋匡さんを思い出しました。

乙武さんは両親の前向きな考え方にずっと支えられた

おかげで、普通の子と同じように生き、積極的な人生に

なった、と語っています。今、自分が置かれている境遇

に感謝して自分のできることに向かいたいですね。（この

ご家族、塩川さん一家も出演しているドキュメンタリー映画

「ＧiVen～いま、ここ、にあるしあわせ～」が秋に公開予定。） 

 

 

―８月の行事予定― 
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8月 4日（火） 

 

5日（水） 

 

6日（木） 

7日（金） 

17日（月） 

    

 

18日（火） 

   19日（水） 

    

21日（金） 

25日（火） 

27日（木） 

   28日（金） 

絵画造形指導 

身体測定 4歳児 

誕生会 

身体測定 5歳児 

避難訓練 

体育指導 3～5歳児 

0歳児健診 

身体測定 分園 1・2歳児 

     3歳児 

身体測定 本園 1・2歳児 

高齢者施設訪問 5歳児 

（マイライフ、徳丸ふれあい館） 

体育指導 3～5歳児 

絵画造形指導 

職員園内研修 

体育指導 3～5歳児 

 

―お知らせ― 

 分園の給食担当の栄養士が 10月から産休に 

入ります。また、調理師は 6 月末で定年となり、現在

は非常勤職員となっております。 

常勤職員が 2名不在となることから、9月からは分

園の給食は、本園と同じサンフラワー・Ａ株式会社へ

業務委託をお願いすることになりました。 

なお、これまでも献立作成は本園とあわせてサン

フラワー・Ａが担当していましたので、分園給食の内

容等が変わることはありません。 


